




























































































































































































































































































































































’●　ム △ （玉循環チューブ上側）? 　　△
一嗣揶皷¥：負荷玉数80個の場合
／／
一・・寤鼈黶Fスペーサボール20個
を組込んだ揚合
一・・¥・・一：スペーサボール40個
を組込んだ場合
：正転の場合（負荷玉のみ）
　　100　　　　　　　　200　　　　　　　　300　　　　　　　　400
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図9　ナットの揺動時における静摩擦モーメント
500
一L
（a）負荷玉のみの状態
　　　負荷玉
ス㌫苑 　　　ナット）リド
（b）3個おきにスーサボールを組込んだ状態
（c）1個おきたスペーサボールを組込んだ状態
図10隣接する玉同士の転動状態
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図工1　スペーサボールを組込んだ場合における
　　　最大分布負荷と軸方向剛性の変化状況
　　　　一ﾅ大分布負荷の変化「
軸方向剛性の変化
負荷Pm。xの比と負荷玉とねじみぞとの接触部における
軸方向剛性7）の比Ks／Kの変化状況を示す。図からスペ
ーサボールを40個すなわち負荷玉に対して1個おきに組
込むと，最大分布負荷はおよそ2倍程度に増大すること
がわかり，ボールねじの負荷容量や寿命に対し極めて大
きな影響を与えることが推察される。また，その場合の
剛性値の減少率は35％程度であって，ボールねじ全体と
しての軸方向剛性に対してやはりかなりの影響を与える
ことカミ推察されるo
5．　結　　言
シムプレートを利用して，ダブルナット予圧ねじにお
（18）
ボールねじの摩擦に関する研究
ける予圧荷重の測定を試み，さらに静摩擦モーメントと
の関係を調べた。その結果，予圧荷重と静摩擦モーメン
ト問にはほぼ比例関係の成立することを確めた。また，
ナットの正転ならびに逆転時において玉循環チューブを
下側に配置した場合，ならびにナット揺動時においてス
ペーサボールの組込みがボールねじの静摩擦モーメント
低減上かなりの効果があることも確めることができた。
　終りに臨み，本実験で使用したボールねじを製作し提
供して下さった㈱椿本精工の高本昭技術部長をはじめ
とする各位に対し深く感謝の意を表する次第である。
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